
商 号 北沢産業株式会社
本社所在地 〒150-0011 東京都渋谷区東二丁目23番10号

電話（03）5485-5111（代表）
https://www.kitazawasangyo.co.jp

資 本 金 32億3,554万6,415円
従 業 員 492名（連結）
事 業 内 容 （1）揚物調理機の製造ならびに販売

（2）厨房器具の製造ならびに販売および厨房設備の工事請負
（3）調理機械器具の製造ならびに販売
（4）冷凍ケース･冷蔵庫および保温ケースの製造ならびに販売
（5）プロパンガスおよびその他燃料の販売
（6）生鮮および加工食品の販売
（7）油脂および洗剤の製造ならびに販売
（8）製缶および板金加工請負･左記を主体とする製品の販売
（9）不動産の賃貸
（10）科学器機の製造ならびに販売
（11）レジャー用品の製造ならびに販売
（12）家具の販売
（13）内装仕上げ工事の設計、施工請負および監理
（14）前各号に附帯する一切の業務

発行可能株式総数 72,000,000株
発行済株式の総数 23,818,257株
株主数 3,648名
大株主

株　　　主　　　名 持株数（株） 持株比率（％）
株式会社光通信 1,644,800 8.85
北沢持株会 1,622,150 8.73
北沢産業従業員持株会 981,460 5.28
株式会社北陸銀行 921,000 4.95
福島工業株式会社 778,000 4.18
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 508,500 2.74
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 395,900 2.13
株式会社インテリックス 370,000 1.99
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 306,500 1.65
株式会社コメットカトウ 272,600 1.47

（注） 持株比率は自己株式5,227,551株を控除して計算しております。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 3月31日
中 間 配 当 基 準 日 9月30日
公 告 方 法 電子公告により行います。

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載いたします。
ホームページアドレス
https://www.kitazawasangyo.co.jp

株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社　本店

郵便物送付先（お 問 合 せ 先） 〒168-8620
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
日本証券代行株式会社　代理人部
電話　0120-707-843（フリーダイヤル）

各種手続きのお申し出先
・未払配当金のお支払いについては、株主名簿管理人にお申し出ください。
・住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当金受取方法の指定等
　　証券会社をご利用の株主様は、お取引の証券会社へお申し出ください。
　　 証券会社をご利用でない株主様は、特別口座の口座管理機関である日本

証券代行株式会社へお申し出ください。

特別口座でのお手続き用紙のご請求はインターネットでも受け付けい
たしております。
ホームページアドレス　https://www.jsa-hp.co.jp/name/index.html

（一部の用紙は、お手持ちのプリンターで印刷できます。）

2019年4月1日～2019年9月30日

第73期　中 間 報 告 書

新しいキッチン環境を創造する。

当第2四半期連結業績会社概要（2019年9月30日現在） 株主メモ

株式の状況（2019年9月30日現在）
当社ホームページのご案内

下記アドレスにアクセスいただくことによ
り、当社の会社情報や商品情報、IR情報など
をご覧いただくことができます。分かりやす
く、迅速に情報をご提供してまいります。
▶▶▶https://www.kitazawasangyo.co.jp

北沢産業 検 索

売上高

8,495百万円

営業利益

265百万円

経常利益

296百万円

親会社株主に帰属する四半期純利益

137百万円

1株当たり四半期純利益

7円42銭

取締役および監査役（2019年9月30日現在）
代表取締役会長 尾 崎 光 行
代表取締役社長 北 川 正 樹
常 務 取 締 役 酒　井　保太郎
取　　締　　役 石 塚 　 洋
取　　締　　役 小 山 栄 樹
取　　締　　役 神 田 浩 徳
社 外 取 締 役 青 木 茂 男
社 外 取 締 役 河 上 敏 嗣

常 勤 監 査 役 相 原 貫 二
社 外 監 査 役 藤 森 一 喜
社 外 監 査 役 井 上 晴 孝
社 外 監 査 役 納　谷　全一郎

010_0148401601912.indd   1-4 2019/11/14   19:16:58



科　目 当第2四半期
（2019年4月  1日から

2019年9月30日まで）
前第2四半期

（2018年4月  1日から
2018年9月30日まで）

売上高 8,495,799 8,573,808

売上原価 6,311,824 6,479,722

売上総利益 2,183,974 2,094,086

販売費及び一般管理費 1,918,836 1,908,294

営業利益 265,138 185,791

営業外収益 36,916 34,140

営業外費用 5,574 5,628

経常利益 296,480 214,303

特別利益 233 49,578

特別損失 21,446 34,438

税金等調整前四半期純利益 275,267 229,443

法人税、住民税及び事業税 131,135 103,800

法人税等調整額 6,250 6,689

四半期純利益 137,880 118,953

親会社株主に帰属する四半期純利益 137,880 118,953

　株主の皆様には、平素より格別のご
高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　また、昨今の台風や大雨による自然
災害の被害を受けられた皆様には、社
員一同心よりお見舞い申し上げるとと
もに、一日も早い復旧をお祈りいたし
ております。
　ここに当社第73期第2四半期決算
の概要および当社の取り組みにつきま
してご報告申し上げます。
　当社グループの当第2四半期の売上
高は84億95百万円（前年同第2四半
期は85億73百万円の売上高）となり
ました。また、営業利益は2億65百
万円（前年同第2四半期は1億85百万
円の営業利益）、経常利益は2億96百万円（前年同第2四半期は2億
14百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億
37百万円（前年同第2四半期は1億18百万円の親会社株主に帰属す
る四半期純利益）となりました。
　引き続き当社としては、既存取引先との更なる信頼関係を築きつ
つ、新規顧客への積極的な営業、食品加工場への営業、他社との差別
化を図った当社独自の高付加価値商品の販売推進、消耗品・保守・修
理などのアフターサービスの更なる充実、原価管理の徹底による収益
性の向上など、積極的に事業を展開していく所存であります。
　世論調査では7割以上が実感ないと回答した、戦後最長の景気回復
に6年2ヶ月で終止符が打たれ、半年が過ぎました。企業収益も改善
に足踏みがみられると下方修正されるなか、当期は始まりました。
増税と所得の引き上げが伴わない現状では、個人消費の拡大を見込
むことは難しく、中国を始めとする世界経済の低迷は日本の輸出に
も影響を及ぼし、日本経済の展望は全く楽観できない状況が続いて
います。
　このような状況を背景に、当社グループの主要取引先である外
食・中食産業におきましても、原材料価格の上昇や人手不足による
人件費の高騰、人口減少による市場規模の縮小、さらには営業時間
の短縮や閉店を余儀なくされるなど、厳しさを増しています。当社
としては、オペレーションのスリム化を図る厨房作りや厨房機器の
提案をしていくことで、お客様の抱える問題に向き合い、少しでも
貢献できるよう努力して参りたいと思います。
　先行き不透明な状況ではありますが、通期の連結業績は売上高
175億40百万円、営業利益3億60百万円、経常利益4億円、親会社
株主に帰属する当期純利益1億85百万円を予想しております。
　また当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題の
一つと考えており、安定的な配当の継続を維持しつつ、業績に応じ
積極的に株主の皆様に還元していくことを基本方針といたしており
ます。しかしながら、当第2四半期決算の業績および通期業績予想な
どを総合的に勘案し、誠に遺憾ではございますが中間配当を見送ら
せていただき、期末配当金予想額を1株当たり5円とさせていただく
予定であります。
　最後になりますが、非常に厳しい状況のなか、営業利益を前年度
より伸ばすことができたのも、株主の皆様をはじめとし、お客様、
仕入先、従業員のおかげだと思います。関係する全ての皆様に、こ
こに改めて深く感謝申し上げます。
　今後とも皆様の変わらぬご理解、ご支援を賜りたく、謹んでお願
い申し上げます。

2019年12月

科　目 当第2四半期
2019年9月30日現在

前　期
2019年3月31日現在

資 産 の 部

流動資産 8,802,027 9,193,033

固定資産 8,278,335 8,034,893

有形固定資産 5,670,986 5,388,601

無形固定資産 124,492 102,773

投資その他の資産 2,482,856 2,543,518

資産合計 17,080,362 17,227,926

負 債 の 部

流動負債 6,783,857 6,939,424

固定負債 1,237,611 1,233,578

負債合計 8,021,469 8,173,002

純 資 産 の 部

株主資本 8,287,617 8,242,737

資本金 3,235,546 3,235,546

資本剰余金 2,965,130 2,965,130

利益剰余金 3,029,234 2,984,324

自己株式 △ 942,294 △ 942,264

その他の包括利益累計額 771,275 812,187

その他有価証券評価差額金 758,182 786,001

退職給付に係る調整累計額 13,092 26,185

純資産合計 9,058,892 9,054,924

負債純資産合計 17,080,362 17,227,926

■　四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：千円）

科　目 当第2四半期
（2019年4月  1日から

2019年9月30日まで）
前第2四半期

（2018年4月  1日から
2018年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ･フロー 243,984 553,059

投資活動によるキャッシュ･フロー △ 400,168 △ 23,756

財務活動によるキャッシュ･フロー △ 92,984 △ 92,975

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,206,004 4,515,832

■　四半期連結損益計算書（要旨） （単位：千円）

■　四半期連結キャッシュ ･ フロー計算書（要旨） （単位：千円）

品群別販売実績（2019年4月1日～2019年9月30日） 四半期連結財務諸表

トピックス

株主の皆様へ

↑グラフ・影
　50％に縮小

プレパレーションライン
（流し台、作業台、野菜調理機等）
695百万円  8.2%

不動産営業収入
（賃貸収入）
170百万円  2.0%

その他の売上
（搬入、工事、修理等）
1,914百万円  22.5%

ベーカーズライン
（スーパーオーブン、
ホイロ、ケーキミキサー等）
301百万円  3.5% サービスライン

（コーヒーマシン、シェルビング等）
366百万円  4.3%

サニタリーライン
（食器洗浄機、食器消毒保管庫、
包丁・マナ板殺菌庫等）
602百万円  7.1%

北海道ブロック
百万円  %

マスフーズライン
（自動フライヤー、
自動炊飯ライン等）
382百万円  4.5%

その他の商品
1,204百万円  14.2%

コールドフーズライン
（冷凍冷蔵庫、コールド
テーブル、製氷機等）
1,621百万円  19.1%

ホットフーズライン
（フライヤー、ガスレンジ、
ガステーブル等）
1,240百万円  14.6%

東北ブロック
百万円  %

関東ブロック
百万円  %

中部ブロック
百万円  %

（注）不動産営業収入は含めておりません。
本社営業部は関東ブロックに含んでおります。

（連結）

（連結）

北陸ブロック
百万円  %

近畿ブロック
百万円  %

中国ブロック
百万円  %

四国ブロック
百万円  %

九州ブロック
百万円  %

FOOMA JAPAN 2019（国際食品工業展）
アジア最大級の食の技術の

総合トレードショー「FOOMA 
JAPAN（国際食品工業展）」
に本年も出展いたしました。
東京ビッグサイトにて2019
年7月9日（火）～12日（金）
に開催され、盛況のうちに終
了いたしました。（総来場者
数は100,680人）

CAFERES JAPAN 2019
カフェ・喫茶店・コーヒービジ

ネスに関する製品・サービスが集
まる専門展「CAFERES JAPAN 
2019 第7回カフェ・喫茶ショー」
が開催され本年も出店いたしまし
た。今年度はパシフィコ横浜にて
2019年7月3日（水）～5日（金）
に開催され、盛況のうちに終了い
たしました。（総来場者数は33,745人（同時開催も含む））

代表取締役社長　北 川  正 樹
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科　目 当第2四半期
（2019年4月  1日から

2019年9月30日まで）
前第2四半期

（2018年4月  1日から
2018年9月30日まで）

売上高 8,495,799 8,573,808

売上原価 6,311,824 6,479,722

売上総利益 2,183,974 2,094,086

販売費及び一般管理費 1,918,836 1,908,294

営業利益 265,138 185,791

営業外収益 36,916 34,140

営業外費用 5,574 5,628

経常利益 296,480 214,303

特別利益 233 49,578

特別損失 21,446 34,438

税金等調整前四半期純利益 275,267 229,443

法人税、住民税及び事業税 131,135 103,800

法人税等調整額 6,250 6,689

四半期純利益 137,880 118,953

親会社株主に帰属する四半期純利益 137,880 118,953

　株主の皆様には、平素より格別のご
高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　また、昨今の台風や大雨による自然
災害の被害を受けられた皆様には、社
員一同心よりお見舞い申し上げるとと
もに、一日も早い復旧をお祈りいたし
ております。
　ここに当社第73期第2四半期決算
の概要および当社の取り組みにつきま
してご報告申し上げます。
　当社グループの当第2四半期の売上
高は84億95百万円（前年同第2四半
期は85億73百万円の売上高）となり
ました。また、営業利益は2億65百
万円（前年同第2四半期は1億85百万
円の営業利益）、経常利益は2億96百万円（前年同第2四半期は2億
14百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億
37百万円（前年同第2四半期は1億18百万円の親会社株主に帰属す
る四半期純利益）となりました。
　引き続き当社としては、既存取引先との更なる信頼関係を築きつ
つ、新規顧客への積極的な営業、食品加工場への営業、他社との差別
化を図った当社独自の高付加価値商品の販売推進、消耗品・保守・修
理などのアフターサービスの更なる充実、原価管理の徹底による収益
性の向上など、積極的に事業を展開していく所存であります。
　世論調査では7割以上が実感ないと回答した、戦後最長の景気回復
に6年2ヶ月で終止符が打たれ、半年が過ぎました。企業収益も改善
に足踏みがみられると下方修正されるなか、当期は始まりました。
増税と所得の引き上げが伴わない現状では、個人消費の拡大を見込
むことは難しく、中国を始めとする世界経済の低迷は日本の輸出に
も影響を及ぼし、日本経済の展望は全く楽観できない状況が続いて
います。
　このような状況を背景に、当社グループの主要取引先である外
食・中食産業におきましても、原材料価格の上昇や人手不足による
人件費の高騰、人口減少による市場規模の縮小、さらには営業時間
の短縮や閉店を余儀なくされるなど、厳しさを増しています。当社
としては、オペレーションのスリム化を図る厨房作りや厨房機器の
提案をしていくことで、お客様の抱える問題に向き合い、少しでも
貢献できるよう努力して参りたいと思います。
　先行き不透明な状況ではありますが、通期の連結業績は売上高
175億40百万円、営業利益3億60百万円、経常利益4億円、親会社
株主に帰属する当期純利益1億85百万円を予想しております。
　また当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題の
一つと考えており、安定的な配当の継続を維持しつつ、業績に応じ
積極的に株主の皆様に還元していくことを基本方針といたしており
ます。しかしながら、当第2四半期決算の業績および通期業績予想な
どを総合的に勘案し、誠に遺憾ではございますが中間配当を見送ら
せていただき、期末配当金予想額を1株当たり5円とさせていただく
予定であります。
　最後になりますが、非常に厳しい状況のなか、営業利益を前年度
より伸ばすことができたのも、株主の皆様をはじめとし、お客様、
仕入先、従業員のおかげだと思います。関係する全ての皆様に、こ
こに改めて深く感謝申し上げます。
　今後とも皆様の変わらぬご理解、ご支援を賜りたく、謹んでお願
い申し上げます。

2019年12月

科　目 当第2四半期
2019年9月30日現在

前　期
2019年3月31日現在

資 産 の 部

流動資産 8,802,027 9,193,033

固定資産 8,278,335 8,034,893

有形固定資産 5,670,986 5,388,601

無形固定資産 124,492 102,773

投資その他の資産 2,482,856 2,543,518

資産合計 17,080,362 17,227,926

負 債 の 部

流動負債 6,783,857 6,939,424

固定負債 1,237,611 1,233,578

負債合計 8,021,469 8,173,002

純 資 産 の 部

株主資本 8,287,617 8,242,737

資本金 3,235,546 3,235,546

資本剰余金 2,965,130 2,965,130

利益剰余金 3,029,234 2,984,324

自己株式 △ 942,294 △ 942,264

その他の包括利益累計額 771,275 812,187

その他有価証券評価差額金 758,182 786,001

退職給付に係る調整累計額 13,092 26,185

純資産合計 9,058,892 9,054,924

負債純資産合計 17,080,362 17,227,926

■　四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：千円）

科　目 当第2四半期
（2019年4月  1日から

2019年9月30日まで）
前第2四半期

（2018年4月  1日から
2018年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ･フロー 243,984 553,059

投資活動によるキャッシュ･フロー △ 400,168 △ 23,756

財務活動によるキャッシュ･フロー △ 92,984 △ 92,975

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,206,004 4,515,832

■　四半期連結損益計算書（要旨） （単位：千円）

■　四半期連結キャッシュ ･ フロー計算書（要旨） （単位：千円）

品群別販売実績（2019年4月1日～2019年9月30日） 四半期連結財務諸表

トピックス

株主の皆様へ

↑グラフ・影
　50％に縮小

プレパレーションライン
（流し台、作業台、野菜調理機等）
695百万円  8.2%

不動産営業収入
（賃貸収入）
170百万円  2.0%

その他の売上
（搬入、工事、修理等）
1,914百万円  22.5%

ベーカーズライン
（スーパーオーブン、
ホイロ、ケーキミキサー等）
301百万円  3.5% サービスライン

（コーヒーマシン、シェルビング等）
366百万円  4.3%

サニタリーライン
（食器洗浄機、食器消毒保管庫、
包丁・マナ板殺菌庫等）
602百万円  7.1%

北海道ブロック
百万円  %

マスフーズライン
（自動フライヤー、
自動炊飯ライン等）
382百万円  4.5%

その他の商品
1,204百万円  14.2%

コールドフーズライン
（冷凍冷蔵庫、コールド
テーブル、製氷機等）
1,621百万円  19.1%

ホットフーズライン
（フライヤー、ガスレンジ、
ガステーブル等）
1,240百万円  14.6%

東北ブロック
百万円  %

関東ブロック
百万円  %

中部ブロック
百万円  %

（注）不動産営業収入は含めておりません。
本社営業部は関東ブロックに含んでおります。

（連結）

（連結）

北陸ブロック
百万円  %

近畿ブロック
百万円  %

中国ブロック
百万円  %

四国ブロック
百万円  %

九州ブロック
百万円  %

FOOMA JAPAN 2019（国際食品工業展）
アジア最大級の食の技術の

総合トレードショー「FOOMA 
JAPAN（国際食品工業展）」
に本年も出展いたしました。
東京ビッグサイトにて2019
年7月9日（火）～12日（金）
に開催され、盛況のうちに終
了いたしました。（総来場者
数は100,680人）

CAFERES JAPAN 2019
カフェ・喫茶店・コーヒービジ

ネスに関する製品・サービスが集
まる専門展「CAFERES JAPAN 
2019 第7回カフェ・喫茶ショー」
が開催され本年も出店いたしまし
た。今年度はパシフィコ横浜にて
2019年7月3日（水）～5日（金）
に開催され、盛況のうちに終了い
たしました。（総来場者数は33,745人（同時開催も含む））

代表取締役社長　北 川  正 樹
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商 号 北沢産業株式会社
本社所在地 〒150-0011 東京都渋谷区東二丁目23番10号

電話（03）5485-5111（代表）
https://www.kitazawasangyo.co.jp

資 本 金 32億3,554万6,415円
従 業 員 492名（連結）
事 業 内 容 （1）揚物調理機の製造ならびに販売

（2）厨房器具の製造ならびに販売および厨房設備の工事請負
（3）調理機械器具の製造ならびに販売
（4）冷凍ケース･冷蔵庫および保温ケースの製造ならびに販売
（5）プロパンガスおよびその他燃料の販売
（6）生鮮および加工食品の販売
（7）油脂および洗剤の製造ならびに販売
（8）製缶および板金加工請負･左記を主体とする製品の販売
（9）不動産の賃貸
（10）科学器機の製造ならびに販売
（11）レジャー用品の製造ならびに販売
（12）家具の販売
（13）内装仕上げ工事の設計、施工請負および監理
（14）前各号に附帯する一切の業務

発行可能株式総数 72,000,000株
発行済株式の総数 23,818,257株
株主数 3,648名
大株主

株　　　主　　　名 持株数（株） 持株比率（％）
株式会社光通信 1,644,800 8.85
北沢持株会 1,622,150 8.73
北沢産業従業員持株会 981,460 5.28
株式会社北陸銀行 921,000 4.95
福島工業株式会社 778,000 4.18
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 508,500 2.74
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 395,900 2.13
株式会社インテリックス 370,000 1.99
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 306,500 1.65
株式会社コメットカトウ 272,600 1.47

（注） 持株比率は自己株式5,227,551株を控除して計算しております。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 3月31日
中 間 配 当 基 準 日 9月30日
公 告 方 法 電子公告により行います。

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載いたします。
ホームページアドレス
https://www.kitazawasangyo.co.jp

株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社　本店

郵便物送付先（お 問 合 せ 先） 〒168-8620
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
日本証券代行株式会社　代理人部
電話　0120-707-843（フリーダイヤル）

各種手続きのお申し出先
・未払配当金のお支払いについては、株主名簿管理人にお申し出ください。
・住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当金受取方法の指定等
　　証券会社をご利用の株主様は、お取引の証券会社へお申し出ください。
　　 証券会社をご利用でない株主様は、特別口座の口座管理機関である日本

証券代行株式会社へお申し出ください。

特別口座でのお手続き用紙のご請求はインターネットでも受け付けい
たしております。
ホームページアドレス　https://www.jsa-hp.co.jp/name/index.html

（一部の用紙は、お手持ちのプリンターで印刷できます。）

2019年4月1日～2019年9月30日

第73期　中 間 報 告 書

新しいキッチン環境を創造する。

当第2四半期連結業績会社概要（2019年9月30日現在） 株主メモ

株式の状況（2019年9月30日現在）
当社ホームページのご案内

下記アドレスにアクセスいただくことによ
り、当社の会社情報や商品情報、IR情報など
をご覧いただくことができます。分かりやす
く、迅速に情報をご提供してまいります。
▶▶▶https://www.kitazawasangyo.co.jp

北沢産業 検 索

売上高

8,495百万円

営業利益

265百万円

経常利益

296百万円

親会社株主に帰属する四半期純利益

137百万円

1株当たり四半期純利益

7円42銭

取締役および監査役（2019年9月30日現在）
代表取締役会長 尾 崎 光 行
代表取締役社長 北 川 正 樹
常 務 取 締 役 酒　井　保太郎
取　　締　　役 石 塚 　 洋
取　　締　　役 小 山 栄 樹
取　　締　　役 神 田 浩 徳
社 外 取 締 役 青 木 茂 男
社 外 取 締 役 河 上 敏 嗣

常 勤 監 査 役 相 原 貫 二
社 外 監 査 役 藤 森 一 喜
社 外 監 査 役 井 上 晴 孝
社 外 監 査 役 納　谷　全一郎
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